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2009
1910

　

日
立
製
作
所
の
創
業
者
・
小
平
浪
平
が
、
電

気
機
械
の
国
産
化
を
志
し
て
、
５
馬
力
誘
導
電

動
機
を
完
成
さ
せ
た
の
が
１
９
１
０
年
の
こ
と
。

来
年
２
０
１
０
年
は
、
日
立
創
業
か
ら
１
０
０
年

目
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
号
で
は
、日
立
鉱
山
や
、

モ
ー
タ
ー
の
最
新
技
術
、
変
圧
器
の
今
昔
な
ど
、

日
立
創
業
と
か
か
わ
り
の
深
い
テ
ー
マ
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。
鉱
山
開
発
の
近
代
化
を
進
め
た
先

人
た
ち
の
開
拓
者
精
神
や
、
約
１
０
０
年
を
経

て
な
お
、
新
し
い
技
術
を
取
り
入
れ
な
が
ら
進

化
し
続
け
る
モ
ー
タ
ー
技
術
の
奥
の
深
さ
な
ど

を
、
読
者
の
皆
さ
ま
に
お
伝
え
で
き
れ
ば
幸
い

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
伴
野
）

　

特
集
で
は
、
自
然
や
生
物
に
由
来
す
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
利
用
し
た
り
、
モ
ノ
づ
く
り
の
思
想
に

取
り
入
れ
た
り
す
る
こ
と
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

期
待
さ
れ
る
分
野
の
技
術
や
、
持
続
可
能
・
循

環
社
会
の
実
現
に
欠
か
せ
な
い
技
術
・
発
想
に

目
を
つ
け
て
み
ま
し
た
。ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
岩
井
）

変
圧
器

日立創業者・小平浪平は、５馬力誘導電動
機を完成した1910（明治43）年、変圧器も独自
に製作している（日立鉱山用に単相５kVA変圧器を10

台製造）。
今も昔も、変圧器は送配電ネットワークに
不可欠な装置。かつては容量は小さい一方、
容積もエネルギー損失も大きかったが、時代
とともに改良を重ね、進化してきた。環境意
識が高まるなか、日立産機システムはCO2の
削減効果にも配慮し、国内で唯一、鉄心に
エネルギー損失の少ないアモルファス（非晶質）

合金を採用し、国内最高効率の変圧器を開
発している。

SuperアモルファスX
（株式会社日立産機システム）

単相5kVA変圧器


